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第
二
十
二
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

澤
田

雅
弘

十
一
月
十
二
日
（
土

・
十
三
日
（
日
）
の
両
日
、
第
二
十
二
回
大
会
を
大
東
文
化
大
学
板

）

橋
校
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
四
回
に
続
い
て
二
度
目
で
す
。
第
十
五
回
の
東
京
大
学
に
お

け
る
大
会
二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、
本
学
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
現
教
員
大
会
ス
タ
ッ

フ
は
、
後
者
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
経
験
者
二
名
を
除
け
ば
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
し
か

し
、
専
門
の
学
科
・
大
学
院
専
攻
科
を
抱
え
る
利
点
か
ら
、
陣
容
に
つ
い
て
不
安
な
く
準
備

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
別
鑑
賞
会
の
品
目
選
定
や
展
示
は
、
博
物
館
・
美
術
館

経
験
が
豊
富
な
安
達
達
哉
・
高
橋
利
郎
両
氏
に
お
任
せ
し
、
書
道
研
究
所
の
藤
森
大
雅
氏
な

ら
び
同
研
究
所
職
員
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
等
は
河
内
利
治
氏
に
、

懇
親
会
は
高
城
弘
一
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
一
任
し
、
私
は
そ
の
ほ
か
の
総
務
一
般
を
担
当
し
ま
し

た
。唯

一
の
気
掛
か
り
と
い
え
ば
、
学
会
設
立
当
初
か
ら
事
務
局
を
切
り
盛
り
さ
れ
、
大
会
の

事
務
局
側
準
備
も
一
手
に
担
っ
て
こ
ら
れ
た
萱
原
前
事
務
局
長
の
定
年
退
任
後
の
二
年
目
に

当
た
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
見
習
い
期
間
を
終
え
た
新
事
務
局
体
制
が
本
格
的
に
始
動
す

る
年
度
と
重
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
不
安
は
、
横
田
国
内
局
長
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
大

会
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
残
し
て
ほ
し
い
」
の
一
語
に
象
徴
的
で
す
。
大
会
準
備
を
進
め
て
は
じ
め
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て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
事
務
局
・
国
内
局
・
開
催
校
三
者
の
分
担
内
容
が
互
い
に
不
明
確
で

あ
っ
た
こ
と
で
、
直
前
に
大
慌
て
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
分
掌
の
整
理
は
、
来
年

。

、

の
大
会
開
催
ま
で
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う

参
加
者
に
お
か
れ
て
も

恐
ら
く
不
便
を
お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
も
お
有
り
と
思
い
ま
す
。
紙
面
を
借
り
て
ご
海
容
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
参
加
者
は
予
想
を
や
や
下
回
る
一
三
三
名
で
し
た
が
、
懇
親
会
参
加
者
は
八
十
余
名

に
の
ぼ
り
、
随
所
で
学
問
論
議
が
交
わ
さ
れ
る
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
文
を
書
き
始
め
た
日
、
奇
し
く
も
記
念
集
合
写
真
が
届
き
ま
し
た
。
学
会
創
設

期
、
隅
に
畏
ま
っ
て
い
た
私
を
含
む
当
初
の
幹
事
た
ち
が
、
す
っ
か
り
様
形
を
変
え
て
中
央

前
列
に
写
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
、
時
の
過
ぎ
ゆ
く
速
さ
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
慢
話
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
す
。
大
会
を
本
学
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
埼
玉
に
あ
る
一
・
二
年
に
は
話

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
っ
た
二
年
生
の
一
部
が
、
自
分
た

ち
も
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
と
尋
ね
て
き
た
の
で
す
。
事
務
局
に
話
を
通

し
、
希
望
者
名
簿
を
提
出
さ
せ
て
許
可
し
た
と
こ
ろ
、
両
日
に
わ
た
る
発
表
の
全
て
を
聞
き

終
え
た
彼
ら
が
、
閉
会
直
後
に
「
来
年
も
ぜ
ひ
」
と
願
い
出
て
き
た
の
で
し
た

「
来
年
は
別

。

」「

」「

」

府
大
学
だ
よ

承
知
し
て
い
ま
す

な
ら
ば
会
員
同
伴
者
と
し
て
連
れ
て
行
き
ま
し
ょ
う

と
会
話
し
な
が
ら
、
学
科
生
に
書
学
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
喜
び
と
と
と
も
に
、
彼
ら
が
本
学

会
を
支
え
る
次
世
代
の
一
員
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
心
強
く
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
院
生(

会
員)

の
氏
名
を
記
し
て
、
そ
の
奮
闘
を
労
い
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

角
田
健
一
・
根
本
知
・
亀
澤
孝
幸
・
高
峰
・
宮
澤
覚
順
・
亀
山
麻
理
・
加
藤
雄
平
・
吉
田
崇

・
三
村
隼
外
・
市
川
の
ぞ
み
・
伊
藤
夕
姫
・
野
中
直
之
・
川
本
茜
・
鍋
倉
翔
織
・
内
記
智
仁

・
岡
部
容
枝
・
渡
邉
亮
太
・
三
澤
真
帆
・
廣
田
ゆ
う
・
伊
雄
暉
・
ほ
か
学
科
生
六
名
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第
７
回

「
学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
」
報
告

（
国
内
局
）

平
成

年
６
月

日
（
日
）

時

分
よ
り
、
跡
見
学
園
女
子

23

26

13

30

大
学
に
お
い
て
、
お
よ
そ

名
の
参
加
者
を
得
て
、
第
７
回
研
究

70

発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
、
前
半
が
３
名
の
大
学
院
生
に

よ
る
〈
研
究
発
表

、
後
半
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
の
歴
史

〉

と
あ
り
方
」
を
め
ぐ
る
座
談
会
と
い
う
２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

【
研
究
発
表
】

①
書
写
教
育
に
お
け
る
理
想
の
平
仮
名
字
形
―
「
ふ
」
を
中
心
と
し
て
―

京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

北
山
聡
佳

本
発
表
は
、
文
字
教
育
に
お
け
る
平
仮
名
、
特
に
「
ふ
」
の
字

形
の
変
遷
を
分
析
し
、
理
想
の
「
ふ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

検
証
し
た
も
の
で
、
現
行
の
教
科
書
を
考
察
し

「
ふ
」
の
字
形

、

を
比
較
、
分
析
し
た
り
、
文
部
省
設
立
後
の
明
治
検
定
教
科
書
か

ら
現
在
の
検
定
教
科
書
に
至
る
ま
で
の
「
ふ
」
の
変
遷
を
概
観
し

た
り
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
最
後
に
書
写
教
育
に
お
け
る
理
想
の

「
ふ
」
の
字
形
が
提
示
さ
れ
た
が
、
質
疑
応
答
で
は
、
立
論
の
方

法
に
つ
い
て
再
考
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

②
張
廷
済
と
米
芾佛

教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

川
合
尚
子

本
発
表
は
、
清
代
の
金
石
学
者
・
文
物
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ

た
張
廷
済
が
、
米
芾
の
書
を
学
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
米
芾
の
生
き

方
や
思
想
に
も
共
感
し
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
米
芾
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
を
遺
墨
集
『
清
儀
老
人
遺
墨
』
を
も
と
に
探
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は

“
米
芾
の
思
想
”
と
い
う

、

、「

」

が
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
と
い
う
質
問
や

伝
記
史
料

の
出
典
を
き
ち
ん
と
示
す
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
が
出
さ
れ
た
。

③
張
懐
瓘
書
論
の
射
程

大
東
文
化
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

亀
澤
孝
幸

本
発
表
は
、
豊
富
な
著
作
を
残
し
た
論
書
家
で
あ
る
張
懐
瓘
の

書
論
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
の
存
在
論
は
独
自
の

価
値
根
拠
を
与
え
る
理
論
と
し
て
透
徹
し
た
も
の
だ
と
し
、
そ
の

企
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
書
と
い
う
芸
術
に
お
い
て
、
文
学
に

比
肩
し
う
る
価
値
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い

“

”

。

う

張
懐
瓘
の
独
自
の
書
の
哲
学

に
着
目
し
た
考
察
で
あ
っ
た

文
献
に
広
く
目
配
り
し
、
そ
こ
か
ら
一
つ
の
見
解
を
導
き
出
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

【

」

】

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
の
歴
史
と
あ
り
方

を
め
ぐ
る
座
談
会

は
じ
め
に
、
３
人
の
話
題
提
供
者
（
笠
嶋
忠
幸
常
任
理
事
・
大

橋
修
一
理
事
長
・
石
井
健
幹
事
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
書
道
の
歴
史
と
あ
り
方
」
に
関
し
て
話
題
提
供
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
、
座
談
会
形
式
で
意
見
交
換
し
た
。
笠
嶋
氏
は
主
と

し
て
、
日
本
の
中
世
以
降
に
見
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
に

つ
い
て
、
大
橋
氏
は
「
中
唐
以
後
の
評
論
の
動
向
」
に
つ
い
て
、

石
井
氏
は
寺
子
屋
席
書
や
明
治
～
昭
和
の
書
道
家
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス

「
空
海
に
ま
つ
わ
る
説
話
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
分

、

野
を
生
か
し
て
話
題
を
提
供
し
た
。

座
談
会
で
は
、
現
在
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
“
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
書
道
”
に
対
し
て

「
部
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
・
ア
ジ
ア
ブ
ー

、

ム
の
再
来
・
迫
力
が
あ
る
・
団
体
で
絆
を
感
じ
ら
れ
る
」
な
ど
、

肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
一
方

「
ブ
ー
ム
＝
一
過
性
で
は

、

な
い
か
・
書
の
技
術
と
ど
う
関
わ
る
か
は
別
問
題
・
男
子
の
姿
が

見
え
な
い
」
な
ど
、
現
状
に
お
け
る
不
満
や
将
来
に
対
す
る
や
や

。

、

シ
ビ
ア
な
意
見
も
出
さ
れ
た

議
論
が
活
発
に
な
っ
た
と
き
に
は

時
間
の
関
係
で
収
束
せ
ざ
る
を
得
ず
、
や
や
消
化
不
良
の
感
は
否

め
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
回
、
座
談
会
形
式
を
取
り
入
れ
る
場
合
は

ゆ
と
り
あ
る
時
間
配
分
が
望
ま
れ
る
。

第
８
回

「
学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
」
発
表
者
公
募
に
つ
い
て

（
国
内
局
）

「
主
と
し
て
学
生
・
若
手
の
会
員
に
発
表
の
場
を
与
え
、

研
究
の
活
性
化
と
研
究
者
の
育
成
を
図
る
」
と
い
う
目
的
で

開
催
し
て
い
る
研
究
発
表
会
の
発
表
者
を
公
募
し
ま
す
。

前
々
回
の
研
究
発
表
会
か
ら
、
発
表
の
あ
と
座
談
会
形
式

で
参
加
者
相
互
に
書
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
を
す
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
第
８
回
の
発
表
会
も
同
様
な
方
法
で
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

日

時

平
成

年
６
月

日
（
日
）

24

24

午
後
１
時
～
５
時

会

場

東
京
都
内
の
大
学
（
場
所
未
定
）

内

容

①
若
手
研
究
発
表
２
名
～
３
名
（
公
募
）

②
座
談
会
形
式
の
意
見
交
換
会

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
会
報
お
よ
び
学

会
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
若
手
研
究
発
表
に
関
し
て
（
公
募

】）

公
募
対
象

満

歳
以
下
、
ま
た
は
大
学
院
在
籍
者
に
限

35

る
。

発
表
時
間

１
人

分
、
質
疑
応
答

分
、
合
計

分
。

20

10

30

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
機
器
使
用
可
。

締
め
切
り

平
成

年
２
月

日
（
月
）

24

20

応
募
方
法

電
子
メ
ー
ル
。
表
題
を
「
研
究
発
表
の
応
募
」

と
し
、
住
所
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
し
、
発
表

内
容
の
題
目
と
要
約
（
レ
ジ
ュ
メ
）
を
ワ
ー
ド

文
書
で
添
付
す
る
こ
と
。
文
字
数
は5

0
0

～6
0
0

字
。

跡
見
学
園
女
子
大
学
（
横
田
恭
三
宛
て
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

y
ok
ot
a
@a
t
om
i.
a
c.
jp
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第
８
回

「
会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
の
お
知
ら
せ

（
国
内
局
）

第
８
回
と
な
る
「
会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
」
を
以
下

の
要
領
に
よ
り
、
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
今
回
は
特
別
解
説
と
し
て
高
城
弘
一
氏
（
大
東
文
化
大

学
准
教
授
・
本
学
会
理
事
）
と
水
田
至
摩
子
氏
（
畠
山
記
念
館
学

芸
課
長
・
本
学
会
員
）
の
二
名
に
よ
る
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

日

時

平
成

年
３
月
３
日
（
土
）

24

午
後
３
時
～
５
時

場

所

東
京
・
出
光
美
術
館
（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

３
‐
１
‐
１
帝
劇
ビ
ル
９
階
）

交

通

Ｊ
Ｒ
「
有
楽
町
」
駅

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
口
よ
り

徒
歩
５
分
。
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
・
千
代
田
線

「

」

（

）、

／
都
営
三
田
線

日
比
谷

駅

出
口
・
Ｂ
３

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
「
有
楽
町
」
駅
（
出
口
・

Ｄ
１

、
い
ず
れ
も
帝
劇
方
面
出
口
よ
り
徒
歩
３

）

分
。

集

合

美
術
館
内
に
午
後
３
時
集
合
。
定
刻
に
な
り

ま
し
た
ら
、
館
内
放
送
に
て
お
呼
び
出
し
い

た
し
ま
す
。

※
な
お
、
入
場
す
る
際
に
は
、
各
自
、
企
画

展
の
入
館
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

内

容

企
画
展
（
古
筆
手
鑑

国
宝
『
見
努
世
友
』

と
『
藻
塩
草

）
に
合
わ
せ
た
解
説
・
見
学

』

時

程

：

～
解
説
（
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
）

15

00
：

～
自
由
見
学

16

00
：

～
懇
親
会
（
自
由
参
加
）

17

00

募
集
人
数

名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
先
着
順
で
締

25

め
切
り
ま
す
）

申
込
期
間

平
成

年

月
中
旬
の
「
会
報
」
が
到
着
し
た

23

12

日
か
ら
受
付
開
始
、
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
詳
し
く
は
学
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
下

さ
い
。

申
込
方
法

件
名
を
「
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み
」
と
し
て
、

所
属
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、
跡
見
学
園
女
子
大

学
・
横
田
恭
三
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

跡
見
学
園
女
子
大
学
（
横
田
恭
三
宛
て
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

yokota@atomi.ac.jp

F
AX

番
号

０
４
８-

４
７
８-

３
４
１
６
（
文
学
部
人
文

学
科
研
究
室
）

情
報
発
信
に
向
け
て

（
国
際
局
）

平
成

年
度
は
昨
年
度
ご
承
認
頂
い
た
「
国
際
局
の
活
動

23

方
針

と

国
際
大
会
の
在
り
方

を
継
続
し
て
い
ま
す

詳

」

「

」

（

細
は
「
会
報
」

号
参
照

。
す
な
わ
ち
「
海
外
で
開
催
さ
れ

）

21

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
展
覧
会
な
ど
各
種
情
報
の
発
信
」
を
推

、「

」

、

進
し

海
外
の
研
究
者
を
招
聘
す
る

方
向
で
進
め
て
お
り

実
際
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
書
学
書
道
史
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
国
際
局
」
の
欄
に
情
報
を

掲
載
し
、
招
聘
す
る
研
究
者
を
調
整
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
予
期
せ
ぬ
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
情
報
発
信
が

滞
り
、
研
究
者
を
招
聘
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ど
う
か
切
に
会
員
諸
氏
の
ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ

ま
す
。

今
後
は
随
時
、
各
種
の
情
報
を
発
進
し
、
国
内
局
主
催
の

行
事
に
あ
わ
せ
て
海
外
の
研
究
者
を
招
聘
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
調
整
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
会
員
諸
氏
が
参
加
予
定
の
海
外
の
会
議
等
や
、
招
聘

研
究
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
国
際
局

長
（k

a
w
a
c
h
i
@
i
c
.
d
a
i
t
o
.
a
c
.
j
p

）
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
規
定
の
変
更
に
つ
い
て

（
編
集
局
）

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第

号
の
編
集
後
記
で
も

21

簡
単
に
触
れ
ま
し
た
が
、
次
号
か
ら
は
編
集
作
業
の
合
理
化

・
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
投
稿
の
た
め
の
規
定
・
要
領
を
改

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
発
行
予
定
の
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第

号
に
投
稿

22

予
定
の
会
員
の
方
々
は
、
第

号1
2
2

ペ
ー
ジ
の
現
行
の
規
定

21

・
要
領
で
は
な
く
、
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
掲
載

す
る
「
書
学
書
道
史
研
究
へ
の
投
稿
に
つ
い
て
」
の
内
容
に

。

、

則
っ
て
投
稿
願
い
ま
す

ど
う
か
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

宜
し
く
ご
確
認
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、

、

、

尚

学
会
誌
の
内
容

あ
る
い
は
編
集
方
法
等
に
つ
い
て

、

。

ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
れ
ば

編
集
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
新
規
定
掲
載
は
、
平
成

年
１

24

月
中
に
ア
ッ
プ
予
定
。
第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
の
原

22

稿
締
切
は
、
平
成

年
３
月

日
で
す

）。

24

31
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ジ
ェ
ィ
・
ス
テ
ー
ジ
の
活
用
と
そ
の
他
に
つ
い
て

（
学
術
局
）

①
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』

号
ま
で
の
電
子
ア
ー
カ

18

イ
ブ
化
完
了
を
受
け
、

号
以
降
は
同
じ
科
学
技
術
振
興
機

19

構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
運
営
す
る
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
登
載
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
に

・

号
を

19

20

公
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
以
後
は
学
会
誌
刊
行

か
ら
一
年
後
に
順
次
公
開
す
る
予
定
で
す
。

②
東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
の
連
携
を
図
る
べ
く
二
〇
〇
五
年

六
月
に
発
足
し
、
書
学
書
道
史
学
会
を
含
め
約
四
十
の
学
協

会
が
入
会
し
て
い
ま
す
。
政
府
の
事
業
仕
分
け
に
対
す
る
、

若
手
研
究
者
支
援
事
業
予
算
削
減
反
対
の
意
見
表
明
（
二
〇

〇
九
年
十
二
月
、
首
相
・
文
部
科
学
大
臣
等
宛
）
を
行
う
な

ど
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
実
績
を
重
ね
つ
つ
あ

り
ま
す
。

③
科
研
費
細
目
表
の
改
訂
に
つ
い
て

従
来
は
分
科
「
哲
学
」
の
細
目
で
あ
っ
た
「
美
学
・
美
術

史
」
が
分
科
「
芸
術
学
」
に
移
さ
れ
、
芸
術
学
が
「
美
学
・

芸
術
諸
学

「
美
術
史

「
芸
術
一
般
」
の
三
細
目
に
拡
充
さ

」

」

れ
る
改
訂
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
に
実
施
さ
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
踏
ま
え
、
平
成

二
十
五
年
度
公
募
か
ら
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
制
作
研。

究
に
も
配
慮
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
（
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
の
活
用

ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
の
運
営
は
、
文
部
科
学
省
所
管

の
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
担
っ
て
い
ま

す
。
現
在

『
書
学
書
道
史
研
究
』
の
創
刊
号
か
ら

、

18

号
ま
で
は
、
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
の
サ
イ
ト
内
の
ジ
ャ

ー
ナ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
＠
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ

ｖ
ｅ
）
で
、
す
べ
て
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
過
去
に
日
本
語

圏
で
発
行
さ
れ
た
学
術
雑
誌
を
、
ネ
ッ
ト
上
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
無
料
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。
ま

た
、
日
本
の
学
協
会
が
紙
媒
体
で
発
行
し
た
学
術
雑
誌

の
内
、
選
定
を
通
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
収
録
記
事

を
創
刊
号
ま
で
遡
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ネ
ッ
ト
上
で

無
料
公
開
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
す
。

ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
に
登
録
公
開
さ
れ
て
い
る
文
系

学
会
誌
は
、
い
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
本
学
会
の
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
へ
の
登
録

公
開
は
、
学
術
的
に
意
義
あ
る
活
動
と
言
え
ま
す
。

会
員
諸
氏
に
あ
っ
て
は
、
大
い
に
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
各
自
の
ご
研
究
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
度
「
特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
募
集
要
項
が
出
来
ま
し
た

（
研
究
局
）

標
記
制
度
は
、
研
究
促
進
及
び
研
究
基
礎
整
備
の
必
要
性

が
特
に
求
め
ら
れ
る
領
域
を
特
定
し
、
会
員
を
対
象
に
、
当

該
領
域
の
研
究
計
画
を
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
研
究
計
画

か
ら
優
れ
た
成
果
又
は
有
用
な
成
果
が
期
待
で
き
る
計
画
を

選
定
し
た
う
え
で
、
研
究
推
進
助
成
金
を
支
給
し
、
翌
年
に

成
果
の
提
出
を
求
め
、
当
該
領
域
の
研
究
促
進
と
斯
学
の
振

興
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
特
定
領
域
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

大
会
の
総
会
時
に
も
ご
報
告
し
た
と
お
り
、
次
の
二
領
域
で

す
。①

近
現
代
書
道
史
・
近
現
代
書
学

②
新
出
土
資
料

、

、

（

）

ま
た

申
請
受
付
期
間
は

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日

金

～
六
月
三
日
（
日
）
で
す
。
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
二
十
三
年
度
で
は
、
新
規
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
移
行

に
と
も
な
い

「
応
募
研
究
計
画
書
様
式
」
の
入
手
方
法
を
変

、

更
す
る
な
ど
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

四
年
度
の
「
応
募
研
究
計
画
書
様
式
」
か
ら
は
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
に
よ
り
入
手
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
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書
学
藻
塩
草

行
成
の
「
夢
」
―
『
権
記
』
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―古

谷

稔

藤
原
行
成
〈
九
七
二
ー
一
〇
二
七
〉
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
小

野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
と
も
に
「
三
跡
」
の
能
書
と
し
て
書
道
史
上
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。
こ
の
行
成
が
、
権
大
納
言
に
至
っ
た
た
め
、
そ
の
書
は
〈
権
跡
〉
と
も

称
し
、
ま
た
日
々
綴
っ
た
日
記
は
『
権
記
』
と
呼
ば
れ
、
当
時
の
歴
史
史
料
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
そ
の
長
保
五
年
〈
一
〇
〇
三
〉
十
一
月
二
十
五
日
の
条
に
、

二
十
五
日
辛
亥
、
参
内
、
東
宮
に
参
り
、
目
染
め
（
し
ぼ
り
ぞ
め
）
の
裳
を
返

上
し
、
弾
正
宮
に
詣
る
。
こ
の
夜
、
夢
に
野
道
風
に
逢
う
。
示
し
て
云
う
。
書

法
を
授
く
べ
し
、
と
。
雑
事
を
言
談
す

（
原
漢
文
）

。

と
あ
り
、
小
野
道
風
が
行
成
の
夢
枕
に
立
っ
た
と
い
う
。
行
成
が
『
権
記
』
の
中
で

道
風
と
出
会
っ
た
夢
を
記
す
の
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
。
道
風
は
康
保
三
年
〈
九
六

六
〉
に
没
し
、
行
成
は
そ
の
六
年
後
の
出
生
で
あ
る
か
ら
両
者
が
邂
逅
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
で
は
、
何
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
夢
を
見
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
日
記
に

書
き
留
め
た
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
が
生
ず
る
の
は
稿
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

夢
枕
に
立
っ
た
道
風
が
ど
の
よ
う
な
風
貌
で
あ
っ
た
か
知
る
由
も
な
い
が
、
た
と

え
ば
現
存
す
る
伝
頼
寿
筆
小
野
道
風
画
像
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
は
時
代
が

降
っ
た
中
世
の
作
と
は
い
え
、
書
法
を
伝
授
す
る
姿
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
近
い
執
筆

の
情
景
が
推
察
さ
れ
る
。
じ
つ
は
、
本
稿
で
は
道
風
像
は
さ
ほ
ど
問
題
で
な
く
、
む

し
ろ
こ
の
夢
を
引
き
起
こ
し
た
行
成
の
心
的
状
況
に
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

長
保
五
年
と
い
え
ば
、
行
成
三
十
二
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
る
。
道
風
に
代
わ
っ
て

宮
廷
書
道
に
牛
耳
を
執
っ
て
い
た
の
は
他
な
ら
ぬ
藤
原
佐
理
〈
九
四
四
ー
九
九
八
〉

で
あ
る
。
じ
つ
に
道
風
没
後
三
十
二
年
間
、
そ
の
主
役
を
引
き
受
け
た
の
は
佐
理
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
行
成
十
三
歳
の
と
き
、
僧
・
奝
然
ら
が
渡
宋
し
、
佐
理
の
手
書

二
巻
を
太
宗
皇
帝
に
献
上
し
た
記
録
が
『
宋
史
』
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
現
存
す
る

佐
理
の
自
筆
書
状
「
離
洛
帖

（
畠
山
記
念
館
蔵
）
は
佐
理
四
十
八
歳
の
筆
で
あ
る

」

が
、
行
成
は
ま
だ
二
十
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
。
一
方
、
宮
廷
の
能
書
と
し
て
も
っ
と

も
重
要
な
役
割
は
、
天
皇
即
位
後
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
の
執

筆
を
奉
仕
す
る
こ
と
で
、
一
世
一
代
の
栄
誉
と
さ
れ
た
。
佐
理
は
円
融
・
花
山
・
一

条
の
各
天
皇
即
位
に
際
し
て
筆
者
に
選
ば
れ
て
お
り
、
道
風
・
行
成
も
そ
れ
ぞ
れ
二

度
の
栄
誉
を
手
中
に
し
て
い
る
。

話
は
戻
っ
て
、
前
掲
、
長
保
五
年
は
佐
理
が
こ
の
世
を
去
っ
て
五
年
後
の
こ
と
。

、

。

、「

」

行
成
は
日
々

宮
廷
の
書
き
役
と
し
て
最
高
の
立
場
に
据
え
置
か
れ
た

で
は

夢

で
書
法
の
伝
授
を
う
け
た
の
は
佐
理
か
ら
で
な
く
、
何
故
、
道
風
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
道
風
が
在
世
中
か
ら
宮
廷
で
圧
倒
的
に
人
気
が
高
く

「
羲
之
再
生
」
と
、

、

高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
、
中
国
書
法
に
創
意
工
夫
を
加
え
た
日
本
的
な
美
意
識
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
道
風
没
後
に
成
立
の
『
源
氏
物
語

（
絵
合
）
で
は
「
今
ま
か
し

』

う
、
を
か
し
げ
に
目
も
輝
く
ま
で
み
ゆ
」
と
、
新
鮮
味
あ
る
現
代
的
な
書
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
〈
和
様
〉
で
あ
り
、
道
風
は
そ
の
開
祖
と
し
て
容
認
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
佐
理
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
の
、
行
成
は
佐
理
の
活
躍
を
脇

目
に
、
伝
統
的
な
道
風
様
を
前
向
き
で
学
び
、
同
時
に
道
風
が
基
盤
と
し
た
王
羲
之

書
法
に
も
注
意
し
な
が
ら
漢
字
書
道
に
励
み
、
当
時
流
行
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
書

写
を
中
心
に
洗
練
さ
れ
た
王
朝
の
美
を
確
立
し
た
。
そ
の
代
表
作
の
一
つ
に
、
行
成

四
十
七
歳
の
筆
「
寛
仁
本
白
氏
詩
巻

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
そ
の
巻

」

末
あ
た
り
に
眼
を
遣
る
と
道
風
様
を
気
付
か
せ
る
書
風
が
窺
え
る
。

行
成
が
目
指
し
た
の
は
、
道
風
の
模
倣
で
な
く
、
香
り
高
い
書
法
の
開
発
に
あ
っ

。

、

、『

』

た

身
辺
で
道
風
自
筆
本
を
自
ら
手
に
取
っ
て
愛
翫
し
た
事
実
は

前
掲

権
記

の
ほ
か
、
生
涯
の
盟
主
・
藤
原
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
に
見
え
、
そ
う

し
た
道
風
自
筆
本
の
息
吹
が
、
行
成
に
「
夢
」
を
誘
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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視
点世

代
交
代
と
研
究
方
法

笠
嶋

忠
幸

第

回
書
学
書
道
史
学
会
は
、
大
東
文
化
大
学
を
当
番
校
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

22

た
い
へ
ん
盛
会
で
あ
っ
た
。
研
究
発
表
の
内
容
も
多
彩
で
、
ジ
ャ
ン
ル
間
を
横
断
す

る
発
表
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
、
今
年
の
特
徴
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特

設
の
作
品
展
観
も
見
応
え
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。と

こ
ろ
で
世
情
は
、
ど
の
分
野
の
研
究
現
場
で
も
世
代
交
代
が
進
み
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。
斯
界
で
も
徐
々
に
研
究
者
の
若
返
り
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お

り
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
研
究
に
あ
た
っ
て
の
方
法
論
に
つ
い
て
も
、
や
や
感

覚
的
な
世
代
交
代
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を
反

映
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年
で
は
大
会
で
の
発
表
題
目
や
内
容
が
、
様
相
を
変
え
つ

つ
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
他
ジ
ャ
ン
ル
の
方
法
論
を
援
用
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

斬
新
な
観
点
を
持
ち
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
の
発
表
内
容
は
、
と
て
も
興
味
深
い
。
い

ず
れ
も
こ
れ
か
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
研
究
の
未
来
は
切
り
拓
か
れ
て

ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
先
輩
陣
か
ら
の
大
事
な
提
言
を
、
後
進
の
者
は
軽
く
見
過
ご

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
私
は
今
回
の
大
会
で
こ
こ
ろ
か
ら
強
く
思
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
古
谷
稔
前
会
長
の
貴
重
な
一
言
に
あ
る

「
モ
ノ
か
ら
は
じ
ま
る
研
究

、

。

」

そ
し
て
「
モ
ノ
が
見
え
て
こ
そ
の
研
究

。
こ
れ
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
近
年
の
研
究

」

発
表
形
式
が
、
実
に
理
論
偏
重
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
や
さ
し
く
一
蹴
す
る

よ
う
な
一
言
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。、

、

そ
も
そ
も
書
学
書
道
史
の
学
術
的
理
論
と
は

モ
ノ
と
共
に
丁
寧
に
分
析
さ
れ
て

そ
し
て
語
ら
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
成
果
を
な
す
と
言
え
よ
う
。
日
中
を
問
わ
ず
、

書
論
の
研
究
で
は
精
力
的
か
つ
仔
細
な
分
析
が
進
ん
で
い
る
昨
今
の
状
況
下
、
一
方

で
は
、
そ
の
評
論
と
と
も
に
語
ら
れ
る
べ
き
モ
ノ
が
、
一
部
置
き
去
り
に
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
優
先
の
社
会
が
横
行

、

、

し
て
ゆ
く
風
潮
の
中

ネ
ッ
ト
上
で
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
画
像
が
勝
手
に
氾
濫
し

い
と
も
簡
単
に
手
入
で
き
て
し
ま
う
。
そ
う
と
な
る
と
、
人
の
感
覚
、
と
り
わ
け
視

覚
的
判
断
力
の
正
確
さ
や
緻
密
さ
へ
も
大
き
な
影
響
が
出
て
、
結
局
、
研
究
者
た
ち

の
基
盤
は
弛
緩
し
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

美
術
史
学
の
研
究
現
場
に
お
い
て
は
、
作
家
の
言
説
ほ
ど
疑
わ
し
き
も
の
な
し
と

い
う
共
通
理
解
が
常
識
で
あ
る
。
作
家
本
人
は
そ
う
思
っ
て
活
動
し
て
い
て
も
、
社

会
の
客
観
的
評
価
と
そ
の
作
家
の
言
説
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
無
論
、
両
者
の
方
向
性
が
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
の
い
く
場
合
も
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
可
能
な
限
り
徹
底
し
て
議
論
は
進
め
た
い
。
研
究

方
法
の
細
分
化
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
今
、
研
究
者
た
ち
各
々
は
、
今
一
度
、
身
辺
を

ふ
り
返
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
各
々
が
多
角
的
な
観
点
を
も
ち
寄
る
こ
と
で
、

よ
り
客
観
的
な
見
方
、
捉
え
方
、
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
モ

ノ
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
に
理
論
上
の
成
果
が
見
い
だ
せ
る
か
を
、
徹
底
的
に
議
論
す

。

。

べ
き
で
あ
ろ
う

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
先
輩
・
後
輩
の
区
別
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

率
直
に
、
真
剣
に
語
り
合
っ
て
こ
そ
、
実
証
的
研
究
の
楽
し
さ
と
充
実
は
生
ま
れ
る

の
だ
か
ら
。
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平
成
二
十
三
年
度
「総
会
」
報
告

（
事
務
局
）

去
る

月

・

の
両
日
、
大
東
文
化

11

12

13

大
学
板
橋
校
舎
１
号
館
で
開
催
さ
れ
た

第
「

回
大
会
」
の
冒
頭
、
例
年
通
り
本
年
度

22総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
大
野
修
作
理
事
の
司
会
で
、

ま
ず
横
田
恭
三
国
内
局
長
の
開
催
の
辞
、

太
田
政
男
・
大
東
文
化
大
学
学
長
に
よ
る

開
催
大
学
代
表
挨
拶
、
大
橋
修
一
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
荒
金
信
治
諮
問
委
員
を

議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
以
下
の

議
事
審
議
が
行
わ
れ
た
。

▽

年
度
事
業
報
告

22会
計
報
告
（
鈴
木
晴
彦
事
務
局
長
）

▽

年
度
監
査
報
告
（
杉
浦
妙
子
監
事
）

22
▽
編
集
局
報
告
（
髙
城
弘
一
副
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（
森
岡
隆
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（
河
内
利
治
局
長
）

▽
国
内
局
報
告
（
横
田
恭
三
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（
澤
田
雅
弘
局
長
）

（

）

▽
会
報
委
員
報
告

柿
木
原
く
み
委
員
長

▽

年
度
事
業
計
画

23予
算
案
説
明
（
鈴
木
晴
彦
事
務
局
長
）

▽
そ
の
他
の
各
議
案
・
報
告
等

以
上
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
・

可
決
し
、
す
べ
て
の
議
事
を
終
え
た
。

平成22年度会計決算報告書 平成23年度会計予算書

項 目 金 額 項 目 金 額

個人会員会費 2,307,000 個人会員会費 2,400,000

団体賛助会費 500,000 団体賛助会費 600,000

その他の収入 414,334 その他の収入 600,000

前年度繰越金 4,543,238 前年度繰越金 4,075,736

合 計 7,764,572 合 計 7,675,736

20周年事業特別会計 1,000,000 編集局学会誌関係費 1,200,000

編集局学会誌関係費 908,960 国 際 局 経 費 300,000

国 際 局 経 費 0 国 内 局 経 費 600,000

国 内 局 経 費 376,152 学 術 局 経 費 200,000

学 術 局 経 費 0 研 究 局 経 費 500,000

研 究 局 経 費 0 《会報》編集委経費 200,000

《会報》編集委経費 170,900 ホームページ委経費 200,000

ホームページ委経費 483,000 事 務 局 経 費

事 務 局 経 費 謝金手当 200,000

謝金手当 0 会議費 300,000

会議費 29,671 荷造送料 300,000

荷造送料 101,460 交通費 400,000

交通費 197,700 普及広報費 100,000

普及広報費 0 選管費 200,000

印刷費 28,413 印刷費 300,000

通信費 0 通信費 0

事務消耗品費 0 事務消耗品費 0

事務委託費 360,000 事務委託費 360,000

人件費 30,580 人件費 200,000

諸会費 2,000 諸会費 10,000

次 年 度 繰 越 金 4,075,736 予 備 費 2,105,736

7,764,572 7,675,736
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談

話

室

褚
遂
良
の
同
州
左
遷
に
つ
い
て

荒
金

治

『

』
『

』

「

」
「

」

旧
唐
書

・

新
唐
書

の

高
宗
本
紀

・

褚
遂
良
伝

に
は

「
坐
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
理
由
は
記
さ

、

れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
『
資
治
通
鑑
』
や
『
唐
会
要
』
に

は
、
中
書
令
の
褚
遂
良
が
部
下
（
中
書
訳
語
人
）
の
土
地
を

易
く
購
入
し
た
と
い
う
左
遷
の
原
因
が
あ
り

『
旧
唐
書

・

、

』

『
新
唐
書
』
に
お
い
て
も
そ
れ
を
摘
発
し
た
人
物
の
「
韋
思

謙
伝
」
に
は
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
北
京
大
学
留
学
中
、
栄

新
江
教
授
に
話
を
す
る
と
、
中
書
訳
語
人
の
史
訶
耽
の
墓
誌

の
拓
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
同
時
に
羅
丰
氏
の
『
固
原

南
郊
隋
唐
墓
地

（
文
物
出
版
社
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

』

も
知
ら
さ
れ
、
史
訶
耽
と
い
う
人
物
像
が
く
っ
き
り
と
浮
き

出
て
き
ま
し
た
。
北
京
大
学
で
は
、
歴
史
系
に
本
科
と
修
士

あ
わ
せ
て
八
年
在
学
し
ま
し
た
が
、
書
道
史
を
す
る
に
あ
た

っ
て
、
歴
史
学
の
中
に
含
ま
れ
る
多
く
の
資
料
に
触
れ
る
必

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

古
典
籍
展
観
大
入
札
会

高

峰

月

日
、
神
保
町
古
書
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
古
典
籍

11

11

展
観
大
入
札
会
の
下
見
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
東

京
古
典
会
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
意
味
も
あ
り
、
図
録

も
例
年
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
期
待
に
胸
を
高
鳴
ら

せ
て
、
会
場
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
各
研
究
機

関
の
研
究
者
や
中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
関
係
者
は
、
入
札
会

で
目
立
つ
よ
う
に
な
り
下
見
会
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
今
年

も
珍
品
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
個
人
的
に
特
に
印
象
深
か
っ
た
品
は
以
下
の
通
り

で
す
。
富
岡
鉄
斎
手
沢
本
の
『
有
正
味
斎
全
集

（
嘉
慶

年

』

13

刊

、
長
尾
雨
山
手
沢
本
の
『
万
首
唐
人
絶
句

（
萬
歴

年

）

』

34

刊

『
徐
乃
昌
蒐
集
古
璽
印
選
』
の
貼
り
込
み
帖
（
陳
介
祺

）
、

・
黄
賓
虹
・
袁
寒
雲
等
の
書
き
込
み
が
あ
る

、
須
田
剋
太
筆

）

仏
像
関
係
の
色
紙
や
下
絵
十
数
枚
。

古
筆
鑑
定
法
あ
れ
こ
れ

中
村
健
太
郎

先
日
、
聞
香
の
席
で
後
西
天
皇
の
勅
銘
香
「
室
八
嶋
」
を

聞
か
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
っ
た
。
床
に
は
後
西
天
皇
の
御
宸

翰
を
掛
け
、
ま
さ
に
近
世
の
禁
裏
文
化
を
現
代
に
再
現
す
る

試
み
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
古
筆
見
が
、
鑑
定
に
あ
た
り
衣

服
を
改
め
、
手
水
で
手
口
を
清
め
、
香
を
炷
い
て
臨
ん
だ
と

い
う
史
料
も
想
起
さ
れ
、
伝
統
的
な
鑑
賞
方
法
を
追
体
験
す

る
得
難
い
経
験
と
な
っ
た
。
香
木
と
古
筆
切
は
、
銘
が
付
け

ら
れ
分
割
さ
れ
て
行
く
点
や
、
鑑
定
方
法
な
ど
共
通
点
が
多

い
。
古
筆
切
は
書
流
で
、
香
木
は
六
国
五
味
で
分
類
し
、
さ

ら
に
上
上
か
ら
下
下
ま
で
九
品
の
格
付
け
で
個
々
を
細
分
化

し
て
判
別
す
る
。
近
代
以
降
の
学
問
と
し
て
の
古
筆
研
究
の

重
要
性
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
こ

う
し
た
伝
統
的
な
鑑
定
方
法
の
体
系
と
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
古
筆
の
鑑
定
や
鑑
賞
、
伝
称
筆
者
の
問
題
な

ど
、
探
究
す
る
楽
し
さ
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

展
示
解
説
と
話
し
方
講
習

中
村
信
宏

台
東
区
立
書
道
博
物
館
で
は
、
中
村
不
折
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
よ
る
企
画
展
・
特
別
展
の
会
期
中
、
当
館
主
催
も
含
め
、。

事
前
申
し
込
み
の
団
体
を
対
象
に
展
示
解
説
を
行
っ
て
い
る

最
近
そ
れ
ら
を
担
当
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
が
、
人
前
で

話
す
の
は
難
し
い
。
生
来
の
あ
が
り
症
で
記
憶
が
飛
ぶ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
お
客
様
の
温
か
い
励
ま
し
で
徐
々
に
改
善
で

き
た
つ
も
り
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
先
日
受
講
し
た
話
し
方
の

、

。

、

講
習
で

録
画
さ
れ
た
自
分
の
姿
を
見
た

視
線
が
虚
ろ
で

自
信
の
な
さ
が
全
身
か
ら
表
れ
た
話
し
方
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
愕
然
と
し
た
。
今
後
は
こ
の
癖
を
直
し
、
上
司
や
他

館
の
先
生
方
の
解
説
を
参
考
に
し
て
、
お
客
様
に
よ
り
満
足

し
て
頂
け
る
話
し
方
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
不
折
と
同
姓
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ま
さ
か
子
孫
で
は
、
と
い
う
誤
解
を
解
く
前
口
上
だ
け
は
、

今
の
と
こ
ろ
変
え
ら
れ
な
い
。

（
Ｈ
二
三
・
八
～
二
三
・
一
〇
）

新
入
会
員

○
荒
金
治(

S
4
9
)

大
学
非
常
勤
講
師

○
大
内
基
康(

S
2
5
)

筆
の
里
振
興
事
業
団
参
与

○
小
川
靖
彦(

S
3
6
)

大
学
教
授

○
板
橋
聡
美(

S
4
7
)

大
学
非
常
勤
講
師

○(

学)

伊
雄
暉(

1
9
8
7
)

○(

学)

内
記
智
仁(

S
6
1
)

○(

学)

三
澤
真
帆(

S
6
3
)

○(

学)

鍋
倉
翔
織(

S
6
3
)

○(

学)

廣
田
ゆ
う(

S
6
3
)

○(

学)

岡
部
容
枝(

H
1
)

○(

学)

川
本
茜(

H
1
)

○(

学)

渡
邉
亮
太(

H
1
)

○(

学)

中
島
市
子(

S
6
3
)

○(

学)

山
根
尚
恵(

S
6
2
)

○(

学)

星
子
桃
子(

S
6
3
)

○
権
田
瞬
一(

S
5
2
)

高
校
講
師

○
大
野
幸
子(

S
3
7
)

高
校
講
師

○
芝
垣
博
之(

S
4
5
)

高
校
教
諭

○(

学)

武
井
志
歩(

S
6
2
)

○(

学)

安
生
成
美(

S
6
3
)

○
野
田
悟(

S
4
5
)

大
学
助
教

○(

学)

中
川
み
わ
子(

S
6
0
)

○(

学)

西
山
優(

S
6
3
)

○
廣
島
章
子(

S
2
8
)

高
校
教
諭

○(

学)

福
光
由
布

(
S
5
7
)

○(

学)

古
田
省
伍(

S
6
3
)

編

集

後

記

◆
今
秋
の
日
展
・
物
故
作
家
の
コ
ー
ナ
ー
の
作
品
が
例
年
よ

り
多
い
よ
う
に
感
じ
た
。
中
に
今
井
凌
雪
先
生
の
作
品
も
並

ん
で
い
た
。
今
度
の
日
曜
日
、
筑
波
大
学
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

で
開
催
中
の
「
今
井
凌
雪
遺
作
小
品
展
」
を
参
観
予
定
で
あ

る
。
筆
者
は
雪
心
会
中
道
春
陽
先
生
の
門
下
で
あ
る
の
で
、

今
井
先
生
の
孫
弟
子
と
い
う
ご
縁
で
あ
っ
た

（
紫
）

。

◆
昨
年
の
会
報
委
員
拝
任
よ
り
、
本
紙
の
編
集
作
業
は
四
度

目
と
な
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
事
務
局
長
並
び
に
委
員
長

か
ら
作
業
の
手
順
を
教
わ
り
な
が
ら
、
本
会
の
沿
革
や
運
営

等
に
関
す
る
お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
設

立
か
ら
二
十
余
年
の
歳
月
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
今
回
も
業

務
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
六
人
部
克
典
）

。


